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今
日
は
う
れ
し
い
入
学
式
Ｉ
子
ど
も
た
ち
は
、

は
じ
め
て
自
分
た
ち
の
教
室
に
入
り
、
担
任
の
先
生

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

「
は
い
、
こ
れ
か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
び
ま
す

か
ら
、
み
な
さ
ん
手
を
上
げ
て
元
気
よ
く
お
返
事
し

て
く
だ
さ
い
ね
Ｊ
と
や
さ
し
い
先
生
の
声

「
は
～
い
哩
と
子
ど
も
た
ち
。

名
前
を
呼
ば
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
も
少
し
緊
張

ぎ
み
Ｉ
で
も
、
す
ぐ
に
教
室
に
も
慣
れ
て
、
そ
の

表
情
も
次
第
に
や
わ
ら
ぎ
、
思
わ
ず
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
が
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。

「
は
い
」
名
前
を
呼
ば
れ
て

か
わ
い
い
お
返
事

～
高
萩
小
学
校

入
学
式
当
日
の
教
室
～

表
紙

▲うれしそうな笑顔
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ご
う
寿
一
研
ゞ
ま
心

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
、
Ⅱ
ノ
ま
し
ょ
、
フ

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
《
７
る
お
い
の

》
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
非
箏
し
よ
《
７

ポカポカ陽気の中で

お花見の会

市
当
氏
書ー
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も
く
じ

：
ポ
ヵ
ポ
ヵ
陽
気
の
中
で
お
花
見
の
会
、

表
紙
説
明
ほ
か

：
市
内
三
か
所
に
地
域
活
動
の
拠
点
が
完

成
・
高
萩
十
王
斎
場
供
用
開
始
、
自
噴
す
る

」
よ
う
ら
い

温
泉
を
利
用
「
松
籟
荘
」
、
県
立
北
茨
城

養
護
学
校
が
開
校
、
水
戸
地
方
法
務
局

高
萩
出
張
所
の
新
庁
舎
が
完
成

．
．
し
み
ん
の
ひ
ろ
ぱ
、
私
の
ア
イ
デ
ア
料

理
、
時
に
は
民
家
に
泊
ま
り
七
か
月
の

一
人
旅
、
私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

：
小
島
団
地
で
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
、
フ
ラ

4月8日（水） 初夏を思わせるようなポカポカ陽気のこの日，

石滝のKDD茨城衛星通信所で，体の不自由なかたたち5人

が車イスでのお花見の会を行いました。

これは，社会福祉協議会が市内の対象者21人に「家の中に

ばかりいないで，暖かくなってきたので，表に出ましょう凶

とお花見を呼びかけたものです。

当日は，食事・読み聞かせ・入浴・点訳などボランティア

グループ°のみなさんも参加，約30人の楽しいお花見になりま

した。

参加者は，今が盛りと咲く満開の桜並木の中を， ゆっくり

と散歩しながら，楽しそうに歌を歌ったり， おいしい食事会

に舌つづみを打ったり……｡，

「これからも， こういう催しものには絶対参加します。欠

席なんかしません凶と車イスのかたも大変喜んでいました。

社会福祉協議会では， 「昨年の秋にも，花員ダム周辺での

ハイキングを実施しており，今回の催しが2回目です。今後

も， このような催しを実施していきますので，体の不自由な

かたも，ぜひ，参加してください凶と呼びかけていました。
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イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
教
室
で
楽
し

い
一
日
、
ほ
か

、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
中

央
公
民
館
の
学
級
・
講
座
生
募
集

．
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
、
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？
婦
人
が
ん
集
団
検
診
、

文
化
会
館
も
よ
お
し
も
の
、
農
業
委
員

会
会
長
に
柴
田
正
巳
氏
就
任
、
高
萩
の

昔
話
と
民
俗
ほ
か
、
お
し
ら
せ

・
市
営
住
宅
入
居
者
募
集
、
地
籍
調
査
事

業
、
一
世
帯
に
一
人
は
赤
十
字
社
員
に

ほ
か
、
お
し
ら
せ

・
日
曜
当
番
医
、
善
意
の
窓
、
絵
と
文
、

楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
、
人
口

と
世
帯
、
ほ
か

テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 1152です－ 巳



市内＄か所に

地域活動の拠点が完成

伊
旧
下
君
田
小
学
校
の
跡
地
に
建
設

縁の郷

コミュニティセンター

下君田
｡

▼竣工式であいさつをする鈴木市長 ＝

溌慰 蕊鑿
四
月
五
日
佃
下
君
田
に
緑
の
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
関

係
者
約
百
人
が
参
加
し
て
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
緑
の
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
林
業
に
関
す
る
集

会
や
地
域
住
民
の
定
住
化
、
生
活
改
善
、

他
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
図
る
た

め
の
多
目
的
集
会
施
設
で
す
。

総
工
費

建
築
面
積； ；

麓 弾

二
、
三
八
五
万
円

一
九
三
・
七
七
㎡

木
造
平
屋
建
て

息

鳶

蕊鷺

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
農
村

の
近
代
化
を
図
り
、
生
活
環
境
の

整
備
や
生
活
改
善
な
ど
に
利
用
、

明
る
く
住
み
よ
い
集
落
を
形
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
⑤

四
月
十
一
日
出
に
、
下
組
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
が
、
四
月
十
九
日

側
に
石
舟
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
完
成
、
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
つ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

生活改善

センター

下組

石舟
’一

蕊
唯
繋
守
班
五
理
守
荘

凸
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

ｑ
石
舟
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

常
磐
自
動
車
道
で
分
断
さ
れ
る
集

落
の
緊
密
化
を
図
る
た
め
、
常
磐

自
動
車
道
関
連
の
補
助
事
業
で
建

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

石
舟
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

総
工
費

建
築
面
積

総
工
費

建
築
面
積

一
、
五
○
○
万
円

一
二
九
・
九
○
㎡

木
造
平
屋
建
て

一
、
一
四
二
万
円

一
○
九
・
八
六
㎡

木
造
平
屋
建
て

恥

離
課
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蕊
三
月
二
十
五
日
附
高
萩
十
王
斎
場

の
竣
工
式
が
、
関
係
者
約
百
人
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
萩
十
王
斎
場
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望
に
も
と
づ
い

て
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
高
萩
市
・
十

驚
鍛
一

､

蕊"醤

高
萩
十
王
斎
場

王
町
事
務
組
合
が
建
設
し
て
い
た
も
の

で
、
四
月
一
日
伽
か
ら
供
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
（
な
お
、
こ
の
施
設
は
、
国
民

年
金
還
元
融
資
施
設
で
す
。
）

○
高
萩
十
王
斎
場

総
工
事
費
五
億
二
、
○
六
四
万
円

施
設
の
使
用
方
法

は
、
い
ま
ま
で
と
同

じ
で
市
民
課
の
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

な
お
、
詳
し
い
こ

と
は
高
萩
市
・
十
王

町
事
務
組
合
金
二
二

’
二
九
一
七
、
ま
た

は
、
・
高
萩
十
王
斎
場

ａ
二
二
’
五
三
一
九

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

建
築
面
積

一
、
一
四
六
・
一
㎡

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
二
階
建
て

敷
地
面
積

一
万
二
二
○
・
六
㎡

ー

藝窃高萩十王斎場1階平面図
〃(入口）’一m｜ m吾宅(入口)）
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自噴する温泉を利用一

）

社全袖祉法人謹正会

鳶締り養護老人ホーム松籟荘竣工

三
月
三
十
一
日
㈹
、

下
手
綱
大
谷
口
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松

籟
荘
」
（
社
会
福
祉
法

人
愛
正
会
Ｉ
金
川
一
郎

理
事
長
）
が
完
成
、
関

係
者
約
八
十
人
が
参
加

特別養護老人ホーム
I や 迫 一”

しよう 』つい 乞う

「松籟荘」

松
籟
荘
の
場
所
は
、
高
萩
温
泉
病
院

の
南
側
隣
接
の
高
台
に
あ
り
、
自
噴
す

る
温
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫
酸
塩
泉
）
を

利
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
施
設
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
て
竣
工
式
を
行
い
、
翌
日
の
四
月
一

日
伽
か
ら
、
い
よ
い
よ
運
営
を
開
始
し

ま
し
た
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
籟
荘
Ｌ

総
工
費
三
億
二
、
○
○
○
万
円

定
貝
五
十
三
人
（
う
ち
三
人
は
、

短
期
間
滞
在
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
）

建
築
面
積
一
、
五
四
四
・
七
七
㎡

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
屋
建
て

4



県立

北茨城養護学校が

開校

56人が転・入学式～ヘージ

四
月
八
日
㈱
北
茨
城
市
小
野
矢
指

と
市
内
赤
浜
地
内
に
建
設
中
の
県
立
北

茨
城
養
護
学
校
が
完
成
し
、
第
一
回
の

転
・
入
学
式
が
関
係
者
約
三
百
人
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
立
北
茨
城
養
護
学
校
は
、
県
北
二

市
一
町
（
高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
十
王

町
）
の
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
、
生

徒
の
た
め
に
開
校
さ
れ
た
も
の
で
、
太

平
洋
に
面
し
た
す
ば
ら
し
い
教
育
環
境

に
あ
り
ま
す
。

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
二
部
三
階
）
の
本
館
と
体
育
館

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
敷
地
面
積
は
、

ソ
、
敷
地
面
積
は
、

い
ま
す
Ｃ

今
年
、
転
・
入
学
し
た
児
童
、

生
徒
は
、
小
学
部
・
中
学
部
・

高
等
部
合
わ
せ
て
五
十
六
人

で
す
。
（
学
校
規
模
は
百
十
二
人
）

児
童
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

能
力
や
特
性
に
応
じ
た
適
切
な

指
導
で
、
「
ひ
と
り
立
ち
で
き
る

心
豊
か
な
人
間
の
育
成
」
を
教

育
目
標
に
、
三
十
七
人
の
教
職

員
の
み
な
さ
ん
が
指
導
に
あ
た

っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
県
北
の
広
い
地
域
か

ら
の
通
学
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
ニ
台
を
使
用
し
ま
す
。

転
・
入
学
式
あ
い
さ
つ
の
中

し
の
ぶ

で
、
川
崎
志
信
校
長
は
、
「
こ
れ

ま
で
は
、
友
部
や
勝
田
な
ど
へ

一
万
八

一
五
○
㎡
と
な
っ
て

軍

…

露
…

………

…零………雪一零…騨罰…．
篭

の
遠
距
離
通
学
で
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

地
域
内
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通

学
で
き
ま
す
。
こ
ん
な
に
よ
い

環
境
で
勉
強
で
き
る
み
な
さ
ん

は
幸
せ
で
す
。
一
日
も
早
く
慣

れ
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
を
克
服
し
て
、
り
っ
ぱ

な
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
Ｊ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 零

弾

ボ

蕊 虫息
轟

鐘

器

蜂

燕

蕊

座

鋳蝿
鶴

一
一

》
一

水
戸
地
方
法
務
局
高
萩
出
張
所
の
新

庁
舎
が
完
成
し
、
三
月
十
七
日
㈹
に
落

成
式
が
行
わ
れ
、
翌
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。

建
築
面
積
三
一
七
・
六
二
㎡

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
家
建
て

敷
地
面
積
一
、
一
五
六
㎡

“
》

水
戸
地
方
法
務
局
高
萩
出
張
所
の

新
庁
舎
が
完
成

水
戸
地
方
法
務
局
高
萩
出
張
所

壷
二
二
’
二
二
○
九

同
出
張
所
で
は
、
昨
年
の
九
月
か
ら

新
庁
舎
工
事
着
工
の
た
め
、
旧
消
防
本

部
庁
舎
で
事
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
庁
舎
が
完
成
し
た
た
め
、
左
記
の
新
庁

舎
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水

言



日ごろの成果を発表

～勤労吉少年ホ ムー

1

ん
の
市
民

を
訪
れ
、

ド
演
奏
や

リ
テ
ィ
バ

模
擬
店
な

さ
ま
ざ
ま

な
催
し

が
行
わ

れ
ま

Ｉ
し
よ

Ｊ
１

三
月
二
十
九
日
⑧
勤
労

島
名
チ
ー
ム
が
優
勝
ア

圭
月
少
年
ホ
ー
ム
で
、
各
講
‘
・

町
内
別
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
行

座
の
受
講
者
が
日
ご
ろ
の

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
、

ホ
ー
ム
ま
つ
り
が
開
か

れ
ま
し
た
．
約
謂
燗
鮮
噸
噌
蕊
二
騏
朏
ア

当
日
は
、
た
く
さ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
、
》

ひ
会
場

サケの稚魚を放流

日本ボーイスカウト高萩第1団では，発団

10周年を記念して, 4月12日(日),ボーイスカ

ウト， リーダー，父兄など約40人が参加して

関根川にサケの稚魚約5千匹を放流しました。

放流に参加したみなさんは， 3年後に無事

サケが帰ってくることを念じながら稚魚に別

れを告げていました。日本ボーイスカウト高

萩第1団では， これを機会に今後は毎年，入

隊式の当日に記念として放流することになり

ました、

…"澱“ 十
／ L

成續優勝

準優勝

第三位

島名チーム

東本町・肥前町チーム

安良川Aチーム
一
）

猫のアイデ 帥｡……｡ゞ､.….….……ゞ.“棚のア可
一忙しいかたのために－

缶詰をつかって （ﾄﾏﾄｽｰ（材料）

・スパヶティ………1509(乾）

・玉ねぎ･…･……………･…1個 ・ニンニク………少々

、ピーマン…………･ ･･……2個 ・バター……大さじ2

・ トマト………………1～2個 ・砂糖………大さじ2

・アサリ水煮缶(ミニ） 1缶(909) ・しょうゆ…小さじ2

・マッシュルーム缶(ｽﾗｲｽ) 1缶(859） ・料理用白ワイン大さじ3

・スイートコーン缶, ・ ・ 1缶(909) ・こしょう…..….少々

・ トマトジュース． ．…' l缶(1959) ・刻みパセリ……少々

（作ﾚﾉ方）

①ニンニクと玉ねぎは薄切りにする。ピーマンはせん切り

トマトスー

①ニンニクと玉ねぎは薄切りにする。ピーマンはせん切り

〉
や
令
少
の
令
令
？
今
今
鯵
・
の
今
今
鯵
・
傘
？
今
？
鯵
の

プスパゲティ

（
《

〃
「

， トマトは皮をむき角切り。 （

②フライパンにバターをひき， ニンニク，玉ねぎ， ピーマン， トマトの順に妙め， 白 』

ワインを入れて中火で2～3分蒸し煮する。

麺の中にトマトジュースと缶詰の汁だけを入れて， ひと煮立ちをしたら缶詰の中身 1

を入れる。アクが浮いたらとる。

唖の中に硬めにゆでたスパゲティと刻みパセリを加え， こしょうで味を調えます。

･。。。。C●。。◇○･ひびcひび●･ひび。◇ひ｡◎谷ひび。。●･ひ･ひび●●。。。。。。･。●･ひびびひひひ○c･びり。●ひひ。●。。。。。。。。･･●ひ

今
の
少
少

〉
の
八
〉
の

…"……“"….…"…：
巳



時
に
は
民
家
に
泊
ま
り

観
# 'ト 善

か
月
の

「
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
ン

行
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
」

F可

人
旅ｵ写真は中国の大理の市場

だい 叩

よ
し
ひ
ろ

島
名
の
豊
田
佳
央

さ
ん
㈱
（
東
京
農
大

四
年
生
）
が
、
昨
年

八
月
末
か
ら
三
月
末

ま
で
の
七
か
月
間
に

わ
た
っ
て
、
中
国
、

チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー

ル
、
イ
ン
ド
な
ど
の

各
地
を
一
人
で
旅
を

し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
の
お
話
し

を
聞
い
て
き
ま
し
た
⑤

豊
田
さ
ん
は
、
旅

の
動
機
を
「
私
は
、

農
学
部
で
み
か
ん
の

研
究
を
し
て
い
る
た

め
、
中
国
、
ネ
パ
ー

か
人
き
つ

ル
な
ど
の
柑
橘
類
の

原
産
地
、
品
種
な
ど

を
自
分
の
目
で
見
て

み
た
か
っ
た
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

．
人
旅
に
出
て
、

ま
ず
自
然
の
雄
大
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
〔

ど
こ
へ
行
っ
て
も
あ

る
そ
の
雄
大
な
自
然

塁
田
佳
央

蕊_』

の
中
で
、
宗
教
が
生
活
の
一
部
に
な
っ

企
泉
農
大
て
い
る
の
で
す
。
私
は
今
ま
で
宗
教
に

御
、
昨
年
つ
い
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

三
一
月
末
す
が
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン

“
月
間
に
ド
で
は
、
土
着
の
宗
教
ｌ
そ
の
土
地
の

中
国
、
人
々
と
と
も
に
、
宗
教
が
生
き
て
い
る

ネ
パ
ー
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
」

‐
な
ど
の
「
今
回
の
体
験
で
、
私
な
り
に
社
会

〈
で
旅
を
の
し
く
み
が
多
少
見
え
る
よ
う
に
な
っ

）
た
。
今
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
世
の
中
の
い

）
お
話
し
ろ
い
ろ
な
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

酉
ま
し
た
。
な
く
、
自
分
の
尺
度
で
物
を
見
直
す
こ

心
は
、
旅
と
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き

「
私
は
、
ま
し
た
・
」

〉
か
ん
の
「
ま
た
、
一
人
旅
に
は
危
険
も
あ
り
、

軽
い
る
た
そ
れ
な
り
の
覚
悟
も
必
要
で
し
た
。
宿

ネ
パ
ー
泊
は
で
き
る
だ
け
安
い
と
こ
ろ
を
探
し
、

人
き
つ

旭
橘
類
の
時
に
は
民
家
な
ど
に
も
泊
め
て
も
ら
い

山
種
な
ど
ま
し
た
。
一
人
で
歩
い
て
い
る
と
珍
し

Ｈ
で
見
て
が
ら
れ
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
い

楮
」
と
話
て
き
て
声
を
か
け
、
大
人
も
ま
わ
り
に

）
た
。
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
」

に
出
て
、
そ
う
語
る
豊
田
さ
ん
も
、
両
親
の
説

）
雄
大
さ
得
に
は
、
半
年
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

い
ま
し
た
。
「
は
じ
め
は
冗
談
だ
と
思
っ
て
取
り
合

一
て
も
あ
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
・
・
…
・
よ
う

〈
な
自
然
や
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。
」
と
話
す
豊
田

さ
ん
の
表
情
は
、
旅
を
無
事
に

熱
量
僅
卿
憧
…

驚灘
ー

今
回
は
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
伊
藤
シ

マ
さ
ん
を
お
訪
ね
し
て
、
そ
の
参
加
の
動
機

や
活
動
上
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
し

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
私
は
、
ず
っ
と
お
仕
事
を
続
け
て
い
た

の
で
、
市
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
ば
は
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
お
金
と
暇
の
あ
る
人
の
す
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
今
か
ら
一
年
半
ほ
ど
前
に
仕

事
を
や
め
た
の
で
、
社
会
的
な
問
題
に
あ
ま

り
関
心
の
な
か
っ
た
私
が
、
お
友
だ
ち
の
話

し
を
聞
い
て
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
何
も
で
き
な
い
し
、
わ
か
ら
な
い

の
で
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
の
お
手
伝
い
に

と
思
っ
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、
自
分
の
知

ら
な
か
っ
た
料
理
を
覚
え
た
り
、
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
り
、
ず

い
ぶ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
よ
。
」
と
笑
い
な

が
ら
話
す
伊
藤
さ
ん
。

「
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
の
お
年
寄
り
へ

秘とポﾗﾝﾃｨｱ①

ー

～テー
I

＃

伊藤シマさん
（有明町）

の
気
配
り
な
ど
も
大
変
勉
強
に
な
り
、
今
で

は
自
分
の
勉
強
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
ま
す
ま

す
在
宅
の
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
私
も
機
会

が
あ
る
ご
と
に
、
お
友
だ
ち
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
こ
れ
か
ら
老
い
て
い
き
ま
す
。

〃
年
を
と
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
、
三
十
代
か

ら
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
“
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
若
い
人
た

ち
に
も
、
も
っ
と
耳
を
貸
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。
」
「
〃
自
分
の
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
〃
と
い
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
少
し
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
人
の
痛
み

が
よ
く
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

も
し
、
日
々
を
無
意
味
に
過
ご
し
て
い
る

と
自
分
で
思
う
人
が
い
た
ら
、
月
一
回
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
意
識
が
変
わ
る

と
思
い
ま
す
よ
。

月
一
回
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
も
、
人
手
が
足

り
な
く
て
、
お
昼
を
届
け
て
も
あ
ま
り
お
年

寄
り
と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
な
く
残
念
に
思
っ

て
い
ま
す
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
雑

談
で
も
い
い
か
ら
お
話
し
を
し
て
き
た
い
。

そ
れ
が
、
私
の
今
望
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
」

と
熱
っ
ぽ
く
伊
藤
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。※

食
事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
、
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
連
絡
先
（
代
表
、

渡
辺
凱
代
念
二
二
’
三
五
八
七
）
ま
で

フ



｜
｜
｜
月
二
十
九
日
⑧
下
手
綱
小
島
団
地
の
集

会
所
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
の
設
立
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
結
成
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

小
島
む
つ
み
会
（
会
長
石
森
昇
二
で
、
五
十

一
人
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
、
高
萩
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
三
十
番
目
の
加
入
ク
ラ
ブ
に
な
り

ま
し
た
。

盛
大
に
一
日
駅
長

新
生
高
萩
駅

四
月
五
日
⑧
今
年
小
学
校
に
入
学
し
た
新

一
年
生
の

ひ
ろ
ゆ
き

伊
藤
広
之
く
ん
（
高
小
）

と
ほ
こ

石
丼
奈
穗
子
さ
ん
（
松
小
）

の
二
人
を
一
日
駅
長
に
迎
え
て
、
新
生
高
萩
駅

を
祝
い
、
駅
前
に
た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
て
、
盛
大
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

小島団地で

老人クラブ結成

ー

熱
心
に
胄
年
ふ
れ
あ
い
塾

四
月
十
七
日
㈲
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
高
萩

吉
年
会
議
所
主
催
の
〃
胄
年
ふ
れ
あ
い
塾
“
の

開
講
式
が
行
わ
れ
、
講
師
に
鈴
木
市
長
を
む
か

え
、
高
速
道
路
時
代
の
地
域
活
性
化
な
ど
を
テ

ー
マ
に
熱
心
な
話
し
合
い
の
塾
と
な
り
ま
し
た
（

#騨鰯騨鍵灘蕊鍵騨鵜鍵 蕊蓄議
…1，漂鯉職…;鴬睦‘鍵

癖4

▲

丹生神社の棒ささら

4月12日（日） 下手綱の丹生神社境内で，

地元の保存会のみなさんがたによって，

みごとな“ささら舞い”が演じられまし

た。

…

爵

凝議
灘

一

繍繍灘ー

▼それ～， うまいぞ／

》
溌
驚

曝
悪
難
、
必
ｙ
通
、
雄
一

§
一 議譲蕊簿識

四
月
十
九
日
⑧
高
萩
大
心
苑
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
約
二
十
人
の
み
な
さ
ん

が
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
参
加
し
て
、
は
じ

め
て
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
教
室
が

開
か
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
イ
ス
ク
ゴ
ル
フ
教
室

で
楽
し
い
一
日

四
月
十
九
日
⑧
文
化
会
館
で
、
高
萩
市
舞

踊
交
流
会
結
成
記
念
発
表
会
が
行
わ
れ
－
扇
流
、

花
ノ
本
流
、
神
代
流
、
若
柳
流
、
今
川
流
の
各

流
派
の
み
な
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
華
や
か
な

踊
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

華
や
か
に
踊
り
の
花
i…

竃
重

▲はじめて行われた

高萩市舞踊交流会

結成記念発表会

曰



中央公民館では，昭和62年度の学級，講座生を募集し

ますので， ご希望のかたは， お好きなコースを選んで申

し込みください。

申込期間 5月11日(月)から22日(鋤まで，午前8時30分か

ら午後5時まで（土曜日は正午まで， 日曜・

祭日は受け付けません｡）

申込方法申込書が中央公民館にありますので，記入の

うえ直接申し込んでください｡ (電話の申し

込みは受け付けません｡)

○4番から14番までは一人につき1講座とし， 2つの申

し込みはできません。

○受講料は無料ですが，実習材料費，視察・見学費，会

運営費等は各自負担となります。

○講座については，初心者を対象とします。

○申込者が定員を超えた場合は，抽選で決定します。

○抽選の結果， もれたかたのみ後日通知します。

○参加者が少ない時は，学級・講座をとりやめることも

あります。

※詳しくは， 中央公民館(a23-1125)へお問い合わせ

ください。（少年サマースクール，分館移動講座は後日

申し込みになります｡)

開講式日程

昭和62年5月29日（金）

文化会館

午前9時から

午前9時30分から

｢郷土の人物に想う」 （午前10時30分から）

茨城大学名誉教授

瀬谷義彦先生
（敬称略）

と き

ところ

受付

開式

講演

講師
ー

募集

人員

期間

曜日

回数

時間

番
号 講師等 主な学習内容等

で楽しく話し合う大学

社会の変化に対応，健康維持や生き
各專門講師がいを積極的に求めながら， みんな

答専門講師駐f蕊蕊育蔑繩:鴬

対象者学級・講座名

60歳以」

のかた

5月～3月

第1水曜日

月1回

午前9:30～11:30
1 高齢者大学 50人

各幼稚園児

の親
2家庭教育学級 5月～3月 月1回 400人

婦人として必要な教養，趣味を深め
よりよい生き方を考える。

5月～2月
学級

第2火曜日

月1回

午前9:30～11:30
3婦人 各専門講師一般婦人 30人

座野
-11月 月2回

3火曜日午前9:30～11:30
4植物講 野草，薬草を知る。(野外観察）一般成人 大都直光25人

5書道講座鳥弼;曜U阜鍜30~11:30 吾の心から，書き方の基本指導笠谷喜之助一般成人 30人

6華道講座皇閲鵡ug;:3,, 生け方の基本から実技指導

お茶の心と，お茶の立て方の基本指導

一般成人 高橋さ20人

7茶道講座藷淵懲｡聯30~11:30 大山静子一般成人 15人

月2回

午前9:30～11:30

鍔
）
．

着付講座］部晶閥親濯日8 着付の基本から指導

者付の基本から指導

一般婦人 15人 宇佐美幸子

9 〃 2部鼻謁総日

'@絵画講座難乱削霞u

月2回

午後1:30～3:30

月2回

午前9:30～11:30

15人宇佐美幸子一般婦人

絵画の基本から実技指導
（水彩画）

一般成人 20人｜針生 進

''藤工芸講座舞副謁霞U阜器30~11:30 藤工芸の創作から実技指導一般成人 鈴木珠江20人

第]｡割木曜R午前:30_11:30 1-雛婦人20A水島芳子
6月～12月 月2回

手芸講座

料理講座

陶芸講座

手芸の基本から作品製作の実技指導12

第2 4木曜日T前:30_,,:30-雛婦人 25人小池 負
6月～12月 月2回

家庭料理のいろいろ基礎学習13

鳥飼繩目鵯:3,,-雛成人20人川嶋徹論 基本から実技指導

市民として， また家庭人として，広
い視野と豊かな心でよりよい生活を
考える。

14

般成入り姶
親と子 12組

市民大学講座 各專門講師15 6月下旬･9月下旬 2回

8月22日 1回
夏休みに親子で郷土の歴史を知る，
市内史跡めく、り。

市内史跡めぐり 黒沢光寿16

自然に親しみながら心身を鍛練し少

年同志の交流を図り親睦を深める。
少年サマースクール

分館移動講座

8月5，6，7日（2泊3日） 市内の中学生 50人各専門講師

6月～9月 （3分館） 一般成人 60人各専門講師

17

市民の交流，一般教養趣味を深め,
よりよい生き方を考える。

18

百
コ



救
Ｑ
箱ｌ

誤
飲
事
故
に
つ
い
て
ｌ

Ｑ
「
中
毒
二
○
番
」
っ
て
な
あ
に
？

Ａ
赤
ち
ゃ
ん
が
、
タ
バ
コ
な
ど
危
険

物
を
食
べ
た
と
い
う
事
故
の
時
、
電
話

の
相
談
で
医
師
や
薬
剤
師
が
、
そ
の
危

険
性
や
適
切
な
応
急
処
置
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
現
在
は
、
茨
城
県
筑
波
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
内
と
大
阪
大
学
附
属
病
院

の
関
連
施
設
内
の
二
か
所
で
す
。
相
談

電
話
の
受
け
付
け
は
二
十
四
時
間
体
制

｢中高年婦人の骨折予防」人
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

で
す
。

Ｑ
相
談
す
る
時
の
注
意
点
は
？

Ａ
必
ず
事
故
が
お
こ
っ
た
現
場
に
い

る
人
が
、
間
違
え
て
飲
ん
だ
り
、
食
べ

た
り
し
た
品
物
の
容
器
を
手
元
に
お
い

て
、
電
話
を
か
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
方
が
、
早
く
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
よ
。

Ｑ
誤
飲
事
故
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の

で
す
か
？

Ａ
筑
波
大
学
の
統
計
で
は
、
事
故
の

大
半
は
五
歳
以
下
の
子
ど
も
に
お
き
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
目
立
つ
の
は
タ
バ

コ
、
医
薬
品
、
防
虫
剤
、
殺
虫
剤
、
化

四
月
十
七
日
㈱
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
高
萩
市
食
生
活
改
善

推
進
連
絡
会
の
総
会
が
、
約
五

十
人
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
は
、
高
萩
協
同

病
院
の
浦
井
利
雄
院
長
を
講
師

に
む
か
え
、
〃
中
高
年
婦
人
の
骨

折
予
防
〃
と
い
う
テ
ー
マ
で
の

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
の
な
か
に
、
骨
折
す
る
人

が
相
次
い
だ
た
め
、
お
願
い
し

て
こ
の
講
演
会
を
開
い
た
も
の

で
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ー

た
だ
今
、
検
診
車
に
よ
る
婦
人
が
ん

集
団
検
診
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す

が
、
次
の
日
程
は
定
員
に
余
裕
が
あ
り

ま
す
の
で
、
追
加
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

ま
だ
、
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

粧
品
、
洗
剤
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

危
険
な
も
の
は
、
子
ど
も
の
手
の
届
く

と
こ
ろ
へ
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
薬

や
殺
虫
剤
な
ど
を
菓
子
の
缶
や
牛
乳
び

ん
な
ど
に
入
れ
て
お
く
こ
と
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
応
急
手
当
は
？

Ａ
水
か
牛
乳
を
飲
ま
せ
て
、
す
ぐ
吐

か
せ
る
の
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
吐

か
せ
て
い
け
な
い
も
の
（
ガ
ソ
リ
ン
、

石
油
、
ミ
シ
ン
油
、
ト
イ
レ
用
・
レ
ン

ジ
用
洗
剤
な
ど
）
や
牛
乳
を
飲
ま
せ
て

い
け
な
い
も
の
（
ナ
フ
タ
リ
ン
、
石
油

製
品
、
ペ
ン
キ
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。

筑
波
中
毒
二
○
番

金
○
二
九
八
’
五
二
’
九
九
九
九

大
阪
中
毒
三
○
番

壷
○
六
’
四
五
一
’
九
九
九
九

婦
人
が
ん
集
団
検
診

日
曜
日
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
医
師

会
の
協
力
の
も
と
に
、
日
曜
当
番
医
を

輪
番
制
で
設
け
、
当
番
医
で
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

祝
祭
日
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
初
期

救
急
医
療
体
制
と
し
て
、

’
○
救
急
医
療
告
示
病
院
に

高
萩
協
同
病
院

○
協
力
診
療
所
に

滝
川
医
院

○
協
力
病
院
に

博
順
会
高
萩
病
院

内
田
病
院
、
石
病
院

が
県
か
ら
指
定
を
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
対

応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
二
次
救
急
医
療
体
制
と
し

て
、
救
急
医
療
第
二
次
病
院
は
、
昭
和

六
十
一
年
三
月
に
高
萩
協
同
病
院
が
指

定
を
受
け
、
い
つ
で
も
診
療
が
受
け
ら

れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
三
十
歳
以
上
の
婦
人

（
高
萩
市
住
民
）

料
金
四
○
○
円

申
し
込
み
方
法
電
話
、
ま
た
は
、
直

接
衛
生
課
へ

そ
の
他
当
日
は
、
ス
カ
ー
ト
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
ま
で

壷
二
三
’
二
一
二

内
線
三
六
三
、
三
六
四

日
曜
・
祝
祭
日
の

診
療
に
つ
い
て

画〆

五
月
二
十
四
日
日
午
後
二
時
～

入
場
料
一
般
二
、
○
○
○
円

学
生
一
、
○
○
○
円

全
席
自
由
（
当
日
二
○
○
円
増
）

入
場
券
発
売
中

指
揮
・
…
…
・
・
田
口
邦
生

チ
ェ
ン
バ
ロ
…
橋
本
英
二

・
モ
ー
ッ
ア
ル
ト

セ
レ
ナ
ー
デ
第
十
三
番
ト
長
調

Ｋ
・
五
二
五
番

「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」

。
（
ツ
ハ

チ
ェ
ン
バ
ロ
協
奏
曲
二
短
調
ほ
か

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

田
所
耆
店
、
仲
屋
耆
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
壷
二
三
’
七
四
一
二

イ
・
ソ
リ
ス
テ
ィ
・
イ
バ
ラ
キ

室
内
合
奏
団

糞
化
含
臨

も
よ
お
し
も
②

'､〃iラキ
篭内合葵i釧

川1 1邦'1ﾐ ,乳詫7『鯛本塊凶跳蒋

◆A始めn発喝4川2G
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日 程

6月2日(火)， 3日

(水)， 4日(木)，

5日(金)， 22日

(月)， 23日(火）

会 場

文化会館

当日受付時間

午後1時～

1時30分



農
業
委
員
会
会
長
に

柴
田
正
巳
氏
就
任

『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
十
年
の
記

事
に
、
も
う
一
つ
の
三
輪
山
神
婚
説
話

が
み
え
る
。

倭
迩
迩
日
百
襲
姫
命
（
や
ま
と
と
と

ひ
も
も
そ
ひ
め
の
み
こ
と
）
は
、
大

物
主
神
（
お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み
）

の
妻
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
神

は
い
つ
も
昼
間
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い

で
、
夜
だ
け
や
っ
て
来
た
。
妻
は
夫

に
語
っ
て
「
あ
な
た
は
い
つ
も
昼
間

来
ら
れ
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
と
あ

二
月
二
十
五
日
㈱
農
業
委
員
会
の

総
会
に
お
い
て
、
前
安
村
実
会
長
の
辞

高萩の昔話と

民俗

三輪山神婚説話

（4）

議会選任

熊坂吉惠氏

会 長

柴田IE氏志円
－一

目＝■．

同子

職
に
伴
い
空
席
に
な
っ
て
い
た
農
業
委

員
会
の
会
長
に
、
柴
田
正
巳
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

よ
し
や
す

ま
た
、
議
会
推
薦
委
員
に
熊
坂
吉
惠

氏
が
、
三
月
十
日
㈹
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

県政モニターに

小林さん
昭
和
六
十
二
年
度
の
県
政
モ
’
一
タ
ー

に
小
林
洋
子
さ
ん
（
下
手
綱
五
七
五
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の

な
た
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せとど

ん
。
ど
う
ぞ
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
留

ま
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
明
朝
に
謹

ん
で
美
し
い
容
姿
を
見
た
い
と
思
い

ま
す
凶
と
言
っ
た
。
神
は
そ
れ
に
答

え
て
、
「
道
理
は
よ
く
わ
か
っ
た
。

私
は
明
朝
に
お
ま
え
の
櫛
箱
に
入
っ

て
い
よ
う
。
だ
が
、
私
の
姿
に
驚
か

な
い
で
く
れ
よ
酉
と
言
わ
れ
た
。
そ

こ
で
妻
は
心
の
中
で
ひ
そ
か
に
あ
や

し
み
、
朝
に
な
る
の
を
ま
っ
て
櫛
箱

を
見
る
と
、
美
し
い
小
さ
な
蛇
が
入

却
融
恥
肚
後
、
継
迩
奔
冊
而
襲
蠅
命
、
鰯
二
大
物
主
碑
之
斐
毛
然
其
紳
常
萱
不
し
見
、
・
而
夜
來
芙
。

農
通
告
．
唖
，
岫
羅
し
た
剛
、
蘭
常
侭
不
レ
兇
脅
、
分
明
不
し
得
し
税
二
其
尊
瓢
式
願
暫
留
之
ｃ
明
旦
仰
欲

０
口
５
０
４
巴
。
可
ロ

レ
説
二
膿
腿
之
威
儀
天
大
紳
對
日
、
曾
理
灼
然
。
吾
明
旦
人
二
汝
櫛
笥
一
而
居
。
願
無
し
驚
二
吾
形
記
麦

嬰
伽
万
姫
命
、
心
襲
幡
災
之
ｃ
侍
レ
明
以
見
二
櫛
笥
「
遂
有
二
美
騨
小
蛇
託
其
長
大
如
二
衣
紐
奉
則
驚

ｆ
ｇ
ｌ
Ｐ
・
巳
１
“

之
叫
啼
』
時
大
伸
柑
恥
、
忽
化
二
人
形
禿
禰
二
其
妻
一
日
、
汝
不
レ
忍
令
」
蓋
し
音
。
右
還
令
レ
蓋
ン
汝
。

仏
雌
二
大
庇
『
継
》
｜
千
御
満
山
禿
愛
俊
通
史
姫
命
仰
見
、
而
悔
之
念
届
。
傘
輕
認
云
二
則
箸
撞
レ
陰
而

姥
。
ｂ
罪
当
於
大
巾
証
欣
時
人
號
・
一
典
墓
「
謂
二
醤
墓
一
也
。
造
墓
者
、
日
也
人
作
、
夜
也
畔
作
。
故

■
性
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
向
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■

一

五
月
十
日
日
か
ら

十
六
日
出
ま
で

総
務
庁
で
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
、
問

い
合
わ
せ
を
、
行
政
相
談
と
し
て
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
、
さ
ら
に
多
く
の
か
た

っ
て
い
た
。
そ
の
長
さ
や
太
さ
は
衣
垂

紐
（
し
た
ひ
も
）
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
垂

で
、
驚
い
て
泣
き
叫
ん
だ
。
そ
の
と
》

き
神
は
恥
辱
を
感
じ
て
、
た
ち
ま
ち
亜

人
の
形
に
な
り
、
「
お
ま
え
は
我
慢
で
華

き
な
い
で
私
に
恥
を
か
か
せ
た
。
報
叩

復
を
し
て
恥
辱
を
加
え
よ
う
酉
と
言
雲

わ
れ
た
。
そ
う
し
て
大
空
を
舞
っ
て
》

御
諸
山
（
み
も
ろ
の
や
ま
）
に
登
ら
れ
》

た
。
妻
は
大
空
を
仰
ぎ
後
悔
し
な
が
》

ら
急
に
す
わ
っ
た
。
そ
の
と
き
箸
が
》

二
百
ワ

陰
部
に
つ
き
さ
さ
っ
て
莞
じ
た
。
．

橋
渡
し
を
す
る
役
割
で
、
県
の
施
策
に

対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
提
言
し
ま

す
。
任
期
は
、
来
年
の
三
月
ま
で
の
一

年
間
で
す
。

舂
季
行
政
相
談
強
調
週
間

三

■
■

｢日本書記｣にみえる

三輪山神婚説話

■■■■■■垂■■■■■■■■■■■

が
た
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
春

季
行
政
相
談
強
調
週
間
」
を
設
け
ま
し

た
。

高
萩
市
に
は
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
Ｉ
神
長
新
一
さ

ん
（
島
名
）
が
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
市
役

所
市
民
相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き
五
月
十
九
日
㈹

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

相
談
内
容
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家

離
婚
な
ど

相
談
員
人
権
擁
護
委
員

法
務
局
職
員

※
相
談
は
す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま

す
。
遠
慮
な
く
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

～
人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？
～

六
月
一
日
㈲
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
人
権
擁
護
委
員
は
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
一
層
の
入
権
思
想
の
啓

発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
な
お
、
高
萩
市
で
は
次
の
と
お

り
無
料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

無
料
人
権
相
談

一

四
月
の
社
会
体
育
ニ
ュ
ー
ス
で
、
お

し
ら
せ
し
ま
し
た
「
少
年
す
も
う
大
会

兼
多
賀
竜
杯
」
は
、
五
月
二
十
四
日
㈲

か
ら
五
月
三
十
一
日
⑧
に
日
程
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま

す
。
（
体
育
協
会
す
も
う
部
）

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

県
民
交
通
災
害
共
済

県
民
交
通
災
害
共
済
の
昭
和
六
十
二

年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一
年
間
）
の

加
入
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
だ
、
手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い
か

た
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
・

含
二
三
’
二
一
二
内
線
二
一
四

第
十
三
回
少
年
す
も
う
大
会

兼
多
賀
竜
杯
の
日
程
変
更

と
き
六
月
十
四
日
旧

午
後
二
時
開
演

と
こ
ろ
文
化
会
館

入
場
料
無
料

曲
目
天
国
と
地
獄

踊
り
あ
か
そ
う
、
ほ
か

※
な
お
、
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、

団
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

浜
村
卓
司
高
萩
八
一
九
’
四
九

念
二
二
’
四
六
三
八
ま
で

高
萩
市
民
吹
奏
楽
団

発
足
記
念
の
第
一
回
演
奏
会

昨
年
発
足
し
た
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団

か
、
第
一
回
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
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地籍調査事業昭和61年度建設

～赤浜地区～

営住宅の入居者募集
高萩市では，昭和54年度から国土調査法に

基づいて地籍調査を実施しています。

この調査は，一筆ごとの土地について，所

在，地番，地目，面積，所有者を明確にする

ために行うものです。

昭和62年度の地籍調査地区は，赤浜〔Ⅱ〕，

赤浜〔Ⅲ〕を行います。

なお，境界杭，基準杭（吉杭） を抜いたり

他に移動しないよう注意していただくととも

に，個人の所有地に立ち入りますので，格別

のご配慮とご協力をお願いいたします。

※詳しくは，農林課地籍調査係までおたずね

ください。 念23-2111内線422
’一､一
レユー

一 ー

1k ，ﾘ』

－‘ ▲高浜第2住宅

募
集
住
宅
○
第
一
種
住
宅
二
十
四
戸

高
浜
住
宅
（
中
層
耐
火
四

階
建
て
、
物
置
付
）

○
第
二
種
住
宅
十
二
戸

高
浜
第
二
住
宅
（
中
層
耐

火
三
階
建
て
、
物
置
付
）

申
し
込
み
受
付
期
間

○
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
三

日
㈱
～
三
十
日
出

家
賃
○
高
浜
住
宅

三
万
一
、
○
○
○
円

○
高
浜
第
二
住
宅

二
万
五
、
○
○
○
円

敷
金
家
賃
の
三
か
月
分

入
居
予
定
七
月
中
旬

申
し
込
み
建
設
課
〈
第
三
庁
舎
一
階
）

申
し
込
み
資
格

○
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
、

勤
務
先
が
あ
り
、
現
在
住
宅

に
困
っ
て
い
る
人

○
現
に
同
居
、
ま
た
は
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚

姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
人
、
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
。
）
が
あ
る

↓
」
し
Ｇ
Ｏ

Ｏ
収
入
基
準
に
該
当
し
、
独

立
し
て
生
計
を
営
む
人

○
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
へ

恋
二
三
’
一
二
一
一
内
線
四
○
二

ー

身
体
障
害
者
等
の
自
動
車
税
は
、
障

害
の
程
度
に
よ
り
減
免
さ
れ
ま
す
。

受
付
窓
口
は
、
県
税
事
務
所
で
す
が

同
一
生
計
の
家
族
の
か
た
が
、
身
体
障

害
者
の
た
め
に
運
転
す
る
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
福
祉
事
務
所
長
の
資
格
証
明

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
資

格
証
明
に
は
、
身
体
障
害
者
の
通
院
、

通
学
、
通
勤
等
の
証
明
書
（
病
院
、
学

校
、
通
勤
先
等
で
発
行
し
た
も
の
・
）
が

四
月
一
日
か
ら
、
ゴ
ミ
の
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
ゴ
ミ
を
出
す

時
の
注
意
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
単
に

収
集
日
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ

ミ
の
分
別
の
仕
方
等
を
よ
く
見
て
、
決

め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

決
め
ら
れ
た
日
以
外
に
、
集
積
所
に

ゴ
ミ
を
出
し
ま
す
と
集
積
所
が
汚
れ
、

附
近
の
人
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で

ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ゴ
ミ
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の

な
い
か
た
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
、

ま
た
は
市
民
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
○

※
ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ

金
二
三
’
六
八
八
六

身
体
障
害
者
等
の

自
動
車
税
の
減
免

ル
ー
ル
を
守
り

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
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月
二
日
～
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
生
）
四
年
三
月
（
年
十
回
、
二
年
間
）

吉
年
の
つ
ば
さ
期
日
昭
和
六
十
二
年
八
月
六
品
対
象
二
十
歳
か
ら
丘
十
歳
の
主
婦

か
ら
十
七
日
㈲
ま
で
の
十
二
日
間
受
講
料
無
料

団
員
募
集
募
集
期
間
五
月
二
十
品
ま
で
締
め
切
り
五
月
二
十
日
出

申
し
込
み
先
教
育
委
員
会
社
会
教
育
※
希
望
者
は
高
萩
地
区
農
業
改
良
普
及

茨
城
県
中
堅
青
年
海
外
派
遣
課
へ
回
一
三
一
’
二
一
三
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

（
ソ
連
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
）
童
一
二
’
三
○
六
一

婦
人
大
学
講
座
を

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

目
的
明
日
の
茨
城
を
担
う
青
年
を

開
講
し
ま
す

規
律
あ
る
団
体
行
動
の
も
と
に
海
外
に

～
高
萩
青
年
会
議
所
～

派
遣
し
、
外
国
吉
年
と
の
親
善
・
交
歓
、
農
業
生
産
の
担
い
手
と
し
て
、
婦
人

各
地
の
視
察
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
者
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
高
萩
の
人
口
三
万
四
千
五
百
六
十
九

吉
年
の
国
際
感
覚
を
養
い
、
あ
わ
せ
て
か
ら
、
農
業
の
基
礎
的
二
年
目
）
．
人
に
合
っ
た
経
営
と
い
う
も
の
を
考
え
、

郷
土
の
姿
を
正
し
く
理
解
し
、
広
い
視
專
門
的
（
二
年
目
）
知
識
、
技
術
を
学
メ
ン
バ
ー
、
地
域
経
営
者
の
た
め
に
、

野
に
立
っ
た
青
年
活
動
を
進
め
る
リ
ー
習
し
、
仲
間
づ
く
り
と
農
村
問
題
に
広
各
自
が
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
別

グ
ー
の
養
成
を
図
る
た
め
い
視
野
を
持
つ
た
め
に
開
講
し
ま
す
。
の
角
度
か
ら
経
営
の
有
り
方
を
考
え
る

参
加
費
二
十
万
円
§
§
§
§
§
§
§
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
会
場

参
加
資
格
日
本
国
籍
を
有
し
、
現
に
内
容
水
稲
・
野
菜
コ
ー
ス
は
、
い
ず
れ
も
高
萩
專
門
店
会
館
三
階

茨
城
県
内
に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上
三
和
牛
繁
殖
コ
ー
ス
会
議
室
（
春
日
町
）
、
時
間
は
午
後
七
時

十
歳
未
満
の
男
女
（
昭
和
三
十
二
年
四
期
間
昭
和
六
十
二
年
六
月
～
六
十
三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
で
す
。

筐

宮

口

■

■

ワ

ー

長

雪

宮

且

■

■

ｐ

ｒ

エ

邑

ヨ
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■

■

７

睡

国

口

Ａ

一

■

■

▽

Ｐ

員

百

昌

八

一

■

▽

″

凸

三

冒

血

且

■

▼

ｆ

目

言

八

■

■

７

白

墨

Ｅ

Ｉ

■

■

■

ｙ

二

塁

唇

ｊ

凸

■

７

塁

重

専

”

且

■

■

ｒ

Ａ

■

覇

■

月

旦

■

ロ

ロ

皇

昌

盲

ｊ

二

一

■

▽

-世帯に一人は

赤十字社貝に

日本赤十字社の社員とは，赤十字の目的や

事業を理解し，毎年一定のお金（、昨年から

500円以上)を出して赤十字を支えてくれる人

のことをいいます。社員には個人の社員と法

人の社員があります。 日本赤十字社の主な財

源は， これらの社員から納められる社費と事
まか〃

業資金としてよせられる寄付金とによって賄

われ， これらを総称して社資と呼んでいますc

日本赤十字社の社員に加入してくださるか

たは， 5月の赤十字社員増強運動月間に民生

委員や最寄りの常会等の係のかたがお願いに

お訪ねしますので， その際にご加入をお願い

します。

“

八

■

■

７

画

厘

百

Ａ

一

■

７

風
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琶
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且

■

■
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且
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■

■

■
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Ａ
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且

三
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＆

■

ｙ

屋

三

》
【

４

■

■

ｒ
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面

二

１

二

■

▽

ｐ

旦

五

二
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■

■

ｙ

国

巳

正

皿

■

■

〃

毒

一

厘

言

■
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■

ｒ

旦
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１

■

■

７

■

且

目

画

Ａ

■

■

ワ

且
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望

且

■

■

ｒ

皇

司

ｉ
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■
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■

且

■

■

ｖ

ｇ

－

営

■

Ｊ

■

▽
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西

国

目

目

＆

■

７

あなたも家庭菜園を

もってみませんか？

場所赤浜法華堂前1,885 （松丘高校前）

区画50区画（1区画10坪）

目的家庭菜園をつくり，土と親しみなが

ら，健康で心豊かな生活を築くこと

を目的としています。

加入資格高萩市農業協同組合家庭菜園愛好

会に加入して，会員になること。

入園料年間3,000円

○
予
定
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
（
敬
称
略
）

五
月
二
十
七
日
㈱

高
木
友
雄
〈
サ
ン
ュ
ー
ス
ト
ァ
Ｉ
会
長
）

六
月
十
七
日
伽

鈴
木
馨
（
鈴
与
商
事
㈱
社
長
）

七
月
十
五
日
㈱

堀
川
亀
雄
（
㈱
茨
城
温
泉
開
発
代
表

取
締
役
）

八
月
二
十
六
日
㈱

出
頭
雄
二
郎
（
㈲
サ
ン
ラ
ィ
フ
サ
ー

ビ
ス
社
長
）

※
申
し
込
み
先

鈴
木
重
穗
狂
二
二
’
三
六
二

）

一

※詳しくは，高萩市農業協同組合へお問い合

わせください。 念22－3617

必
要
で
す
。

証
明
書
を
持
参
さ
れ
な
い
場
合
は
、

資
格
証
明
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
重
度
心
身
障
害
者
通
院
通
所

交
通
費
（
タ
ク
シ
ー
代
助
成
）
の
交
付

を
受
け
た
か
た
は
除
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
金
二
三
’

二
一
二
内
線
三
五
五
、
三
五
六
へ

見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
く
学
べ
る

Ｋ
Ｄ
Ｄ
衛
星
通
信
館
が

新
装
開
館

昭
和
五
十
四
年
四
月
の
開
館
以
来
、

八
年
が
経
過
し
た
衛
星
通
信
館
が
、
見

て
、
触
れ
て
、
楽
し
く
学
べ
る
内
容
に

よ
り
一
層
充
実
し
て
新
装
開
館
し
ま
し

た
。

開
館
時
間

四
～
九
月
九
時
半
～
十
七
時

十
～
三
月
九
時
半
～
十
六
時

休
館
日
第
一
、
第
三
月
曜
日

問
い
合
わ
せ
先
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通

信
所
査
二
三
’
二
三
二
広
報
課
へ

昭
和
六
十
二
年
度
の
自
動
車
税
納
税

通
知
書
は
、
五
月
の
中
旬
ご
ろ
ま
で
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

六
月
一
日
㈲
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
高
萩
県
税
事
務
所

壷
二
二
’
二
二
二
一

五
月
は
自
動
車
税
の

納
期
で
す
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『

日曜当番医

白土医院5月31日

6月7日

東本町 22 2697
錐』 織鍛漁辮鱗熱擦溌溺鍛鍔簿撚職＃争』曇1－'蕊脅 蕊

諸原医院高戸鶴

23 3113

立花医院 東本町 22 3512
6月14日

十王医院 卜王町卜王町 32 3266

6月21日

6月28日

宍戸医院 安良川 23 ８
５

１
３

３
２

２
２

３
２

２
２飯島医院｜大和町飯島医院 大和町

時間は， いずれも午前9時から午後4時までです。

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
、
ス
ク
ラ
フ

十
万
円
社
会
福
祉
へ

○
匿
名

二
千
三
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大心苑から市街地を眺めるとすばらしい景色で，緑に

囲まれたまちが 目でわかります。

とくに，太平洋からのぼる日の出は美しい。

来年の3月ごろには常磐自動車道が供用開始となり

東京からのB寺間が短縮され‘ 当市を訪れる人も多いこと

でしょう。

そんな時ぜひこの風景を一望して欲しいものです。

高萩美術協会員松本三郎
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第13回 ｜ と親

’ ゞ 鳶楽しく遊ぼうみんなの広場

｜蕊と き 5月24日(日)午前10時～午後2時

ところ森林公園（市民いこいの森）

｜ ;‘内容

○みるきく広場…ブラスバンド演奏，少林寺拳法演武， ’ 二
熱気球， 高萩超ウルトラクイズ ’ 十

・つく魯噛場竹細エ帖上細工虹細工,…’ 百
づくり， わらじづくり

○あそびの広場…I､ランポリン， ジャンボマジックブ ｜ と
ロック，青空ビデオライブラリー ｜ ろ

○交通安全の広場…交通安全パネルの展示

’ 盟禰
○まんがの広場…紙芝居 ｜ 体午日
○自由の広場…どじょうつかみ ｜ 育前間

｜ 館十 ，
○文化の広場…野点（のだて) ，甘茶 一午

時前
○その他…映画会，電話機コーナー，電柱丸太切り 三九

十時
分三

問い合わせ先…教育委員会社会教育課盃23 1131'､ 十
L－－－－－－－－－－---------.－－－．－－－－－－－－－」
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軽自動車税(全期）
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前月比；

；
人口 34,569(＋87）

男 17,017(+'9) #

女 ］7‘552(-'68) 爵

：世帯10,356(+14)

(昭和62年4月1日現在)驚
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録

国民健康保険税
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（暫定賦課）
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